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現地事情を踏まえた教育課程編成 
～教務主任の視点から～ 

前香港日本人学校小学部大埔校 教諭 

北海道伊達市立伊達小学校 教諭 永井  修 

はじめに 

 「赴任先・・・香港」 

 香港といえば、「一国二制度」で経済的にも発展をしている・・・その程度の情報しかない中

で、赴任の知らせを受け取ったことを覚えている。 

 香港は、1997 年 7 月 1 日に、イギリスから中華人民共和国へ返還され、特別行政区となっ

た。それまでイギリスの統治を受けていたこともあり、中国の文化とイギリス・欧米文化が融合

した、活気のある貿易都市である。 

   

１ 雑踏と自然の調和 

 ６９２万人以上が生活をし、雑踏が当たり前の香港。街中は人とぶつからずに歩くことのほう

が難しく、広大な北海道から派遣された私にとっては、そこからがカルチャーショックであった。 

 また、自然に目を向ければ、２３５余りの島、過去の英国占領時代、軍隊の訓練の一環として

山を縦断していたというトレイルコース、海に眼を向ければきれいな浜辺ありで、雑踏から離れ

ると美しい自然も存在している。 

 「雑踏と自然」…このコントラストも、 

香港の魅力の一つである。 

   

２．高温湿潤の気候 

  
 サバナ気候の香港は、短い秋・冬は温暖で乾燥しているが、春・夏は海からの季節風と熱帯低

気圧の影響で高温湿潤となる。特に８月から９月はしばしば台風に襲われ、本土部分と香港島を

結ぶスターフェリーやマカオへ行く水中翼船などの海の便や航空便、2 階建てトラムが運行停止

になることもある。台風の警報がでると、各種イベントが中止となるだけでなく、学校や企業、

官公庁も休みになる。 

---------------------------【今日は学校休み！？】--------------------------- 

 香港天文台では、雨の警報を「黄雲」「赤雲」「黒雲」という３段階で発令する。 

 「赤雲」「黒雲」は、朝６：１５までに発令されると、その日の学校は休み、と政府の指示で決

まっている。 

 また、台風をあらわす警報は「シグナル」と呼び、シグナル１、３、８、９、１０まである。 

 これも発令される時間帯によるが、シグナル８以上だと、学校は休校となる。 
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―――――――――――――――――【強烈な冷房～】---------------------------------- 

 香港は暑い。３６度、湿度が９０％・・・という日が夏には続くこともある。不快指数は高ま

るばかり。それに反してか、建物の中は効きすぎるくらいの冷房がかかっており、外との温度差

は１０度以上ある。そのため、夏場には不幸にもその温度差で体調を崩し亡くなってしまう人も

いたほどである。 

 「熱気をためるのはよくない」というのが、香港の人たちの基本的な考えであるため、常に新

鮮な空気で・・・とのことで、エアコンをつける習慣のようだ。 

 だから、夏場でも室内用に長袖のものを一着持ち歩く人は多い。 

 だが、昨今地球温暖化防止を考え、少しずつ室内温度の設定があげられている。 

   

-----------------------------【除湿機は１日で満水】------------------------------ 

  除湿機は、室内のカビをふせぐため、かかせない。しかし、１日かけていれば満水となる。

洗濯物は、できるだけ外に・・・とは思うが、雨が多い夏場は一日何度も除湿機の水を捨てね

ばならない。 

     

３．香港の概要（人/言葉/建物） 

  

―――――――――――――――【人口】----------------------------------------------- 

 ２００７年１２月の香港の総人口は、統計上では約 699 万人。また２００７年７月の統計で

は、２０３６年までに 814 万人に達することが明らかとなった。その 95％が中国系の人々であ

る。出身地別では、広東省出身者が圧倒的に多いが、福建人、上海人、客家人などもかなりいる。 

 日本の敗戦時、終戦当時の人口 60 万人から見れば、香港の人口の増加は著しいものがあり、

中国回帰に伴う大陸からの流入の抑止が香港政庁にとって大きな課題ともなっている。 ２００

７年の人口密度は１平方㌔㍍当たり 6.270 人と世界最高の人口密度。香港島北部のわずかな居住

地域と九龍半島への人口の集中が著しい。面積は両者を合わせて 127.4 平方キロメートルと香港

全体の面積の 12%足らずにすぎないが、この範囲の中に香港の総人口のおよそ半分にあたる約 3

50 万人が居住している。九龍地区の 1 平方キロメートルあたりの人口密度は 43,030 人、同じ

く香港島は 15,920 人。（東京都２３区：13,663 人） 

（香港の数値は何れも 2006 年）。赴任校がある新界地区の人口密度は、約 3,700 人です。 

 

------------------------------------【人種】---------------------------------------- 

 95％を占める中国系の人々を除くと、香港における外国人居住者は、２００５年の統計では、

フィリピン人 130,810 人、インドネシア人 114,020 人、タイ人 28,360 人、アメリカ人 28,

190 人、インド人 21,820 人、カナダ人 21,780 人、ネパール人 17,900 人、オーストラリ

ア人 15,730 人、マレーシア人 14,190 人、パキスタン人 14,140 人、イギリス人 13,490 人、

その他となっており、近年、アジアの人々の人口が増加し、欧米の人々の人口が減少している。
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なお、２００５年１０月現在の在留邦人(総領事館届出者数)は 25,670 人であったが、実際には

３万人近い在留邦人がいると言われている。このうち日本人学校に通う小中学生は、香港校、大

埔校、中学部３校で約１５００名いる。大埔校には５１４名の児童が通っている。（２１年６月

現在）。その他、500 名を超える現地校や国際学校に通う小中学生がいる。 

 

--------------------------------------【言語】----------------------------------------- 

 公用語は、英語と普通話（中国の標準語）だが、事実上の共通語(生活言語)は方言の１つであ

る広東語。人口の 95.2%の人々が広東語を常用もしくは理解し、38.1%の人々が英語を常用も

しくは理解しているといわれている。とはいえ、英語が通じると実感できるのは都心部のみで、

学校のある新界地区では通じにくいことが多い。特に、タクシーやバスなどの運転手には英語は

通じないのが通常である。 

 

--------------------------------------【建物】------------------------------------------ 

 地震がほとんどないこともあり、香港では高層ビルが立ち並ぶ。 

 摩天楼がここかしこに乱立し、街中では空を広く見ることさえ難しい。 

 香港には IFC という８８階建て（４２０ｍ）のビルを筆頭に、都心部には高層ビルが立ち並ぶ。

企業が入ったビルだけではなく、住居も高層ビルとなっている。 

   

 

４．中国との関わり 

     

 香港は、まぎれもない「中華人民共和国」のなかの特別行政区である。しかし、「一国二制度」

という特別行政区の仕組みゆえ、中国本土とはかなり異なっているのも確かである。 

 私が赴任した２００７年、香港は中国返還１０周年を迎えた。   

 返還から１０年を経て、今尚香港と中国の関係は変化している。 

 ２００３年には、それまで認められなかった中国本土住民に香港への個人旅行が解禁された。 

 香港には、「職場が中国」という人がかなりいる。 

 香港内でも、広東語ではなく「普通話」教育が加速度的に熱心に行われている。 

 

 

５．日本と香港 

・香港行政区内に漂う親日の雰囲気（日本語表記、日本語学校、日本への旅行者多数…等） 

・日本企業の東アジア進出による、「日系企業母体の中国企業」「日系企業」多数 

 →保護者のほとんどは、「現地駐在員」。職場は「中国・工業系」が多い。 

  ※「香港校」は、「金融系企業」が多いため、香港内が多い。→学校の雰囲気の違い 

・約３万人の邦人を抱える香港 → 日本食レストラン・日系スーパー・店舗多数 



 
 

６．香港
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学年 学習内容や学習方法など 

１年 

 

 

２年 

テーマ（colors,numbers,weather,classroom,family,school,sports,など）に沿って生き

た英語を学んでいきます。また、英単語を読んだり、書いたりする基礎を築くために

phonics（アルファベットの基本的な発音の仕方）を学習します。 
低学年は、特にゲーム、歌などの活動を多く取り入れながら英語に親しみ、楽しく学ん

でいきます。テキストも使用していきます。 

３年 

 

４年 

 

５年 

 

６年 

テーマごとに更に生きた英語を学んでいきます。テキストブックだけでなく、その他の

補助教材もふんだんに使いながら、学年に沿って英語の力を高めていきます。 
１つのテーマの学習が終わるごとにそのテーマの中で学習した簡単な英単語のスペリ

ングテストもノートブック（薄い表紙のノート）を使ってする場合があります。 
テストがあった日は、児童がそのノートを持ち帰りますので、保護者はそのページに確

認のサインをします。 
また、第２言語を学ぶためのもう１つの効果的な方法として英語の簡単な本を読んでい

きます。それによって更に英会話の力もついていくことをねらいとしています。 
子どもたちは、スペリングノートブックの他に黒いハードカバーのノートを１冊持って

います。これは、学習した英単語を書きためていき、自分の英語の辞書にしていくための

ものです。学年が変わりましても引き続き使っていきます。それぞれ習熟度に応じてクラ

ス分けをし、テキストブックとワークブックを使用し学習を進めていきます。 
 
（指導体制） 

・英会話のクラスは、学年を５～６つに分けた少人数制で行います。 

○ 学期始のクラス編制の際は、「経験」「児童数」等考慮をして、行います。 

・担当教師は、ニュージーランド、イングランドなどのネイティブスピーカーの教師陣です。 

 

（教材） 

◆テキストブック（ワークブック付き） 

１年生から６年生まで本校の英会話の授業に沿ったテキストブックを使っていきます。英会話の

授業を更に充実したものにしていくため、英会話教師全員で精選したものです。 

テキストブックの代は、各学年の教材費と一緒に学期末に集金。 

習熟度に応じていくつかの種類のテキストブックを使用しますので、英会話のクラスによって

代金が異なります。 

◆リングファイル 

全学年、プリントをファイルするリングファイルを使用します。前年度購入した児童はそのファ

イルを引き続き使用します。１年生と編入生は新たに購入します。テキスト同様にこの代金も、

各学年の教材費と一緒に学期末に集金します。 
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最大の特性を

積極的に推進

学習予定を紹

者）の協力要
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（児童同士の交流が日常で少ない分、縦割り班活動を重視） 

9 月 修学旅行 6 年生は、２泊３日日程で中国・上海、蘇州へ。 

パスポートやビザの事前チェック、Ｈ１Ｎ１に係る検疫への提出

物、飛行機への搭乗準備等、事前の準備が多々日本と異なる。 

児童だけでの「自主研修」は治安上組めないが、比較的安全な場所

での自由行動を実施。 

予防接種 四種混合の予防接種。ジフテリア・破傷風・百日せき・ポリオを予

防するもの。 

10 月 運動会 香港という土地柄、校地内のグラウンドは狭い（サッカーコートの

半分程度）ため、地元大学の運動場を借りて実施。 

香港内は広い運動場が少ないため、そのような場所は抽選で決定と

なる。そのため、運動会実施時期・場所が動く場合もある。 

11 月 宿泊学習（4年） 4 年生は、1 泊 2 日の宿泊学習を実施。 

香港内の自然に触れられる研修施設にて、地元インストラクター

（英語）による指導のもと、活動を行う。目的としては、日本の 5

年生が行う宿泊学習と同じ。 

学習旅行（5年） 5 年生は、1 泊 2 日の学習旅行を、中国・広州にて実施。 

香港内ではなかなかできない工場見学などを、広州トヨタの協力な

どを仰ぎながら実施。国際理解（現地理解）の観点と、社会科的な

目的をもって計画。 

こちらも、出国手続きが生まれるため、事前の税関・検疫関係の書

類準備等が発生する。 

1 月 オープンハウス 日本でいう「学園祭」のようなもの。午前は、学習発表会（学芸会）、

午後は名前の通り校内をオープンし、外部業者等入っての販売な

ど。児童は自由参加ではあるが、「名人会(Talent Show)と称し、

得意なこと発表会を大々的に実施。 

3 月 卒業証書授与式 領事館、理事会、地元日系幼稚園関係の参加。 

児童は、5 年生が代表として参加。 

昨年度は、１～４年生も主体的に卒業式に参加できる心をつくれる

よう、卒業生の退場曲を全校合唱とし、事前に録音したものを流し

た。 

 

【新学習指導要領への移行期の教務主任の仕事】 

平成２２年度の日本人学校の時数概要は以下の通り。（５学年で算出） 

 

 

 

 

 

 

 Ｊ．Ｉ．Ｓ 

年間授業日数 ２００日

年間カット時数 ６８時間

学校行事時数 ５８時間

実授業時数 ９６８時間

余時数 １２時間
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 新学習指導要領の完全実施に向け、移行期間が始まったのが２１年度。 

 私は、その前年の２０年度より教務主任を務めてきましたが、一番苦労したのが、 

 学習指導要領改訂に係る情報収集 です。 

 改訂に備え、大きな課題となったのが 時数確保 です。 

 そのために行ったのが、 時間割の改訂 ＋ 行事の精選 でした。 

 

→時間割の改訂 

 授業時間を、１日１５分増加（１１時間目の追加） 

 これに伴い、バス利用者会と協議をし、バス下校時刻の変更。 

→行事の精選 

 “ある行事を減らす”ことはしませんでしたが、“この行事に使う時間を確保してほしい”と

いう意見のある先生方を、説得することに心掛けました。 

 

 とにかく「余時数」が究極に足りていない現状から、学校教育目標を達成するための行事のみ

残し、学習時間を確保する取組と情報提供に奔走しました。なのに… 

 

【新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）の猛威】 

 ２１年度は、しっかり整備をしてスタートしたものの、１学期中ごろより流行し始めた「新型

インフルエンザ」により、計画は崩れて行きました。 

・２００９年６月１９日 香港政府が「すべての幼稚園・小学校に、夏休み終了までの休校措置」

を指示。・・・・・・・・これによって、１学期の学習はほぼ半分程度の実施となりました。 

 

保護者の不安に応える 

 「学習内容がすべて終われないではないか」 

 「日本人学校は、香港の学校ではないのだから、日本の学習内容を終えられるよう、休校する

必要はないではないか」 

 「もし学習が終わらなかったらどうするのだ。受験も控えている。どう責任をとるのか」 

 「学校として、一体どういう対応をするのか」 

 

 矢継ぎ早に入ってくる保護者からの電話に対応するのは、教頭や私の役回りでしたので、大変

悩まされました。 

 結果、次の措置を講じました。 

① 土曜登校日（７回：約２３時間分）設定による授業時数の確保 

② 休校期間中の、「自習・質問教室」の実施 （授業ではなく、自由参加） 

③ 休日を登校日に変更 
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